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　Sachiko　Shinamura，　Yako　Ido，　Kazuko　Ichinose，　Yasuto　Horiuchi

　〔内容抄録〕幼児の生活の中で身近かな親しみのある題材の絵を見せ，その絵について話をさ

せ，それをテープにおさめ，そのテープの再生記録をもとに行った研究である。実験者の被験児

に対する言葉かけのいかんによって幼児の言語表現には根本的な変化が現われる。従ってどうす

れば一一定条件下で，幼児の言語表現を客観的につかまえることが出来るかに留意しながらデータ

を得た。

　幼児の絵画知覚ζ言語表現は時間的，空間的に複雑な関連をもちながら展開する。また幼児の

言語表現は断片的にとどまったり，反対に彼等の生活経験とつながりをもちながら，個性的に展

開されたりする。描かれた題材に知覚が固着したり，それから全く離れてしまったり，題材と関

連した子どもの表象像と結びついてひろがりをもってきたりする。その様子をさまざまな角度か

ら検討し幼児の年令別な傾向や絵画の側面からの特徴等について考察した。

1　研究の目的

　幼児の生活には絵に接する機会が沢山ある。

彼等は絵を見てどのように感じ，どんなことを

考えるのだろう。こうした疑問は極めて日常的

な疑問である。

　子どもが絵を見てこんなことをいったなどと

いうエピソード的な興味もさることながら，絵

画知覚をアイ・カメラで分析する研究なども見

られるが，本研究では極めて素朴に絵を見せて

話をさせ，それをテープにとり時間を測定しな

がら分析する方法によリデーターをとり，その

分析方法も含めて幼児の絵画知覚と言語表現か

らでてくる諸問題を分析考察する。

1．実験対象

皿　研究の方法

　5才児6名（内男3名女3名），4才児8名

（内男5名女3名），3才児8名（内男4名女

4名），2才児2名（内男1名女1名）計24名

2．実験場所

　川越　企業保育所　実験室

　3．　実験・データー整理期間

　予備実験　1975年6月～7月

　本実験　　1975年7月～11月

　データー整理　1976年4月～12月

　4．予備実験（絵①②）ならびに本実験（絵

③④⑤⑥⑦⑧）に使用した絵

　（なかたに　ちよこ作，ぼくのうちのどうぶ

つえん，福音館書店，1970年7月，p．4～p．19）

　5．実験手続

　　A　・実験者1名，記録者1名，被験児を

1名ずつ実験室に招き入れ，絵を提示し，話を

させる。それをテープにおきめる。その状況を

＊保育内容研究室　　＊＊保育学研究室
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記録し，あわせて時間測定（ストップウォッチ

使用）を行うu

　　B　実験者の被験児に対することぼかけの

条件

【1】　基本的態度

　絵に対し，子どもがなるべくありのままの素

朴な形で話させるため，実験者のことぼかけは

「この絵のお話をしてちょうだい」，「それか

ら」等少数に限定する。

【2】状況説明

　（1）始めのことぼかけ

　「この絵のお話をしてちょうだい」

　（2）二度目のことぼかけ

　「この絵のお話をしてちょうだい」あるいは

「お話あるでしょう」

　　a　「この絵のお話をしてちょうだい」と

いっても意味が理解できない場合にいう。

　　b　絵をひととうり見て，落着いた状態に

なりきっかけがつかめないで話せないでいる場

合にいう。

　（3）実験者はだまって見ている。

　絵に対して子どもが興味をもち，子どもの視

線が上下左右あちこちと動いている場合，子ど

もの気持をさまたげないようにする。

　（4）実験者はうなずく

　子どもが話をして一息ついた時，肯定の意味

でうなずく，また子どもが「それでね」「こう

してね」と次々に言葉を続けていく場合もうな

ずく。

　（5）実験者は「そう」「そうね」とあいつち

をうつ。

　子どもが「そうしたの」，「いったの」と区切

りをつけるような場合にいう。

　（6）実験者の「それから」のことぼかけ

　　a　絵をひととうり見て，落着いた状態に

なり，なおことぽを発しない場合にいう。

　　b　話そうとしているがことばが出ない状

態の場合にいう。

　　c　話し方が断片的な場合にいう。

　⑦　実験者の「これは何」「何でしょう」

「これは何してるの」のことぼかけ

　2度「この絵のお話をしてちょうだい」のこ

とぼかけをしても話さない場合，絵の一部をさ

して聞く。

　（8）実験者の返答

　描かれている絵の描き方に関心がいき，名称

とその色がはっきりしないために話が進まず，

子どもが質問した場合，実験者はことぽ少なく

答える。

　（9）実験者はどんな時に子どものお話が終了

したと判断するか。

　　a　次の頁をめくろうとする場合

　　b　視点が絵本にない場合

　　c　あくびなどをしたり，他の話などをし

はじめた場合。
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皿　実験結果および考察

1．　テープ再生記録の一例

絵③　　Y．K♂　6才3ケ月
実験　めことばかけ 被実験1め言語表現

③この絵のお話をしてちょうだい0
秒

3
4

7うんとね、うんとね、鳩がね

　う～んごはんみつけてね、う～ん

@，そいでね、先にこの鳩がね、食べ

@・ちゃったの。そいでまたね、あるいて
@いったらね、う～んとこんどはね、仲　間の鳩がね、う～んと、う～んとね、

@遊んでいたからね、はいらせてって

R2いったらう～んとね、みんな

帰っちゃったの。

　絵⑤　　　　　　3才8ケ月
　実験者のことばかけ　　　被実験児の言語表現
　　　　　　　　　　　　　　秒
⑤この絵のお話をしてちょうだい0

　　　　　　　　　　　　　　　　　あのね、チョウチョがいてね、あそぼっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ていってね、チューリップとこね

　　　　　　　　　　　　　　　15蕩鵜あつてね

　　　　　　　　　　　　　　　　　それからね、赤いチューリップが赤い
　　　　　　　　　　　　　　　　　チューリップと黄色いチューリップね、
　　　　　　　　　　　　　　　12あのね．あのねやすむの

　　　　　　　　　　　　　　　　　あのね、チョウチョはっぱはっばとね
　　　　　　　　　　　　　　　　10はっばとねどうぞっていたの

それから

それから

一→14 それからね、あとね、あとね、うんとね、

あのねなんかねあのねあんうん∫うんと

チョウチョが休んだら

liもうない

2．子どもが「話している時間」「話さない

時間」

　結果の考察に当っては，被験児が各年令別に

おいて少数であるため，個人的特徴が目立ちそ

れに左右されがちではあるが，全体としての傾

向を知ることができるであろう。

表1④子どもが「話している時間」「話さない時間」
　○　　話している時間（単位は秒》註｛婁話￥fth’tk．rm・”）

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ③一⑧の平均

零

　　　　　絵

＊ｼ
● o 合計 ● o 合計 ● o 合計 ● o 合計 ● o 合計 ● o 合計 ● o 合計

Y．K♂ 39 7 46 35 4 39 37 7 44 19 4 23 47 64 111 36 12 48 35．5 16．3 51．8

W。K♂ 31 0 31 101 0 101 100 17 117 66 8 74 59 3 62 37 0 37 65．7 4．7 70．3

T．A♀ 疑 ※ 張 崇 ※ ※ 15 4 19 11 11 22 7 3 10 13 4 17 11．5 5．5 17．0

5
歳
児
K．Y♀ 2 49 51 4 2 6 4 40 44 7 22 29 8 37 45 9 39 48 5．7 31．5 37．2

N．M♀ ※ ※ ※ 楽 淡 疑 7 27 34 15 9 24 5 20 25 7 31 38 8．5 21．8 30．3

T．T♂ 41 9 50 47 0 47 55 10 65 29 7 36 142 121 263 74 39 113 64．7 31．0 95．7

LR♂ 楽 ※ ※ 楽 張 ※ ※ 疑 ※ ※ ※ ※ 18 571 75 11 15 26 14．5 36．0 50．5

M，N♂ 8 8 16 8 6 14 10 2 12 14 2 16 25 7 32 17 4 21 13．7 4．8 18．5

T，T♂ 17 65 82 22 13 35 18 15 33 35 23 58 22 30 52 16 10 26 21．7 26．0 47．7

4
歳
児
K．K♀ 91 19 110 68 5 73 11 6 17 45 14 59 33 6 39 19 1 20 44．5 8．5 53．0

K．M♀ 21 31 52 19 8 27 15 13 28 14 2 16 12 11 23 8 6 14 14．8 11．8 26．7

A．K♂ 1 15 16 10 83 93 3 53 56 8 30 38 10 40 50 4 33 37 6．0 42．3 48．3

E．M♂ 37 27 64 24 49 73 15 53 68 45 80 125 57 34 91 41 26 67 36．5 44．8 8L3

A．R♀ 2 4 6 4 16 20 14 29 43 13 13 26 5 4 9 5 6 11 7．2 12．0 19．2

LK♂ 楽 疑 楽 ※ 蟻 ※ 37 22 59 21 7 28 168 23 191 60 10 70 61．5 15．5 87．0

LK♀ 26 28 54 50 31 81 138 43 181 68 20 88 7 55 62 79 34 113 61．3 35．2 96．5

G．K♀ 凝 ※ 楽 談 頚 ※ 2 8 10 1 12 13 3 45 48 1 24 25 1．8 22．3 24．0

3
歳
児
LM♂ 6 37 43 73 20 93 60 9 69 45 6 51 40 4 44 47 5 52 45．2 13．5 58．7

Y．N♂ 66 39 105 26 10 36 146 29 175 120 21 141 106 33 139 35 11 46 83．2 23．8 107．0

1．N♀ 177 45 222 25 16 41 58 23 81 71 19 90 21 23 44 21 9 30 62．2 22．5 84．7

M．K♂ 4 26 30 8 53 61 6 20 26 13 14 27 63 92 155 22 6 28 19．3 35．2 54．5

N．K♀ ゑ 巌 楽 2 15 17 6 31 37 89 71 160 9 23 32 12 20 32 23．6 32．0 55．6

M．M♀ 13 36 49 10 7 17 14 4 18 5 0 5 1 2 3 35 19 54 13．0 11．3 24．3

2
歳
児
S．T♂ 4 14 ！8 2 9 11 7 21 28 5 20 25 15 14 29 15 37 52 8．0 19．2 27．2

86．0 29．3 20．8 50．2 34．6
19．1 53．7

5歳児 28．3 16．3 44．5 46．8
1．5 48．3 36．3 17．5 53．8 24．5 10．2 34．7

44．7

歳児 25．3 24．1 49．4 22．1 25．7 47．9
12．3 24．4 36．7 24．9 23．4 28．3 22．8

23．6 46．4 15．1 12．6 27．8 20．3
22．2 42．5

年
令
別
平
均

歳児 55．8 35．0 90．8 30．7 24．2
54．8 56．6 23．1 79．8 53．5 21．3 74．8

52．1 37．3 89．4 34．6 14．9
49．5 47．4 25．4 72．8

2歳児 8．5 25．0 33．5 6．0 8．0 14．0 10．5 12．5 23．0 5．0 10．0 15．0 8．0 8．0 16．0 25．0 28．0 53．0 10．5 15．3 25．8

全年令 32．6 22．7 58．1 28．3 18．3
46．6 33．8 21．3 55．0 33．0 18．0 51．0

36．8 31．3 68．1 26．0 16．7
42．7 31．6 2L8 53．6
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表1（ロ）年令別比率
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●話している時間 o話さない時間 合　　計

秒 ％ 秒 ％ 秒 ％

5歳児 34。6『 64，400 19．1” 35．6％ 53．7” 100％

4歳児 20．3’ 47．8 22．2” 52．2 42．5” 100％

3歳児 47．4” 65．1 25．4” 34．9 72．8” 100％

2歳児 10．5” 40．7 15．3” 59．3 25．8” 100％

全年令 31．8” 59．3 21．8” 40．7 53．6” 100％

表皿　言語表現における「うんとね」等の回数

琴　氏名　絵 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ③～⑧　　平均

Y．K．♂ 8 3 8 4 9 5 6．2

W．K．♂ 4 11 18 10 19 7 11．5

T．A．♀ ※ ※ 3 2 2 2 2．35
歳
児
o

K．Y．♀ 0 0 0 0 1 0 0．2

N．M．♀ ※ ※ 0 0 0 0 0

T．T．♂ 1 3 3 0 5 2 3．8

1．R．♂ ※ ※ ※ ※ 0 0 0

M．N．♂ 1 1 1 2 8 1 2．3

4
歳
児

T．T．♂ 0 2 2 4 5 2 2．5

K．K．♀ 5 1 1 4 4 1 2．7

K．M．♀ 1 1 2 0 1 0 0．8

A．K．♂ 0 0 0 0 1 0 0．2

E．M．♂ 0 0 1 0 2 7 1．7

A．R．♀ 0 0 1 0 0 0 0．2

LK．♂ ※ ※ 7 1 34 9 12．8

1．K．♀ 1 2 17 4 0 1 4．7

3
歳
児

G．K．♀ ※ ※ 0 0 0 0 0

LM．♂ 0 14 3 3 1 7 4．7

Y．N．♂ 12 3 29 23 16 7 15．0

1．N．♀ 6 2 11 7 5 2 5．5

M．K．♂ 0 0 0 1 2 0 0．5

N．K．♀ ※ 0 2 12 1 0 2．5

M．M．♀ 5 0 0 1 0 0 1．02
歳
児
S．T．♂ 0 0 0 0 0 0 0

5歳児 3．3 4．3 5．3 2．7 6．0 2．7 4．1

4歳児 1．0 0．7 1．1 1．3 2．6 1．4 L4
年
齢
別
平
均

3歳児 3．8 3．5 8．6 6．4 7．4 3．3 5．7

2歳児 2．5 0 0 0．5 0 0 0．5

全年齢 2．4 2．3 4．7 3．4 4．8 22 3．3

　　A　r話す時間」と「無言の時間」の考察

〔1〕年令別に話す時間と無言の時間の比率に

ついて表1（ロ）から次のことがいえる。

　5才児と3才児の話す時間と無言の時間の比

率は双方とも大体65％：35％となり，話す時間

が長く，4才児と2才児の比率は双方とも大体

44％：56％となり，無言の時間が長くなってい

る。ただし絵④（鳩と雀）の5才児だけが話す

時間と無言の時間の比率は96．9％：3．1％とな

りきわだったちがいを示している。

〔2〕絵③～⑧について表1（イ）から次のことが

いえる。

　絵④をのぞいて，すべての絵について3才児

の話す時間が最も長い。絵④は5才児の話す時

間が最も長い。以上のことから3才児はおしゃ

べりの時期，4才児は5才児と3才児との中間

にあり，言語表現にとまどう過渡的な時期であ

ることを示している。

　B　言語表現における「うんとね」等の考察

・言語表現をつなげるために子どもが発する

「うんとね」等の数もまた表現内容とあわせて

重要な役割を演じている。

　表皿から次のことがいえる。

　絵③～⑧までの「うんとね」の平均回数は5

才児3．8回，4才児1．3回，3才児5．7回，2才

児0．5回となり3才児が最も多く，これらの接

続的な言語を頻発しておしゃべりをつづける傾

向が顕著に見られる。しかし個人的に見れば5

才児の中にも平均11．5回の子どももいる。
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3．　子どもの言語表現内容

　A　絵③についての具体例

5　歳　　児

Y．K♂

W．K♂

KY．♀

T．T．♂

●鳩がごはんみつけてそいで先にこの鳩が

食べちゃった

●また歩いていったら、今度は仲間の鳩が遊ん

でいたら

●はいらせてっていったらみんな帰っちゃった

●鳥がここだと子供が来ると思ってまってて

●それでずうっとまったんだけど全々来ない

●それでしょうがないから帰ろうとしたけど、やっ

ぱりここでまつことにした

●鳩●むこう見てる

●鳩が立ってる

●鳩が立って歩いている

●しっぽをふっているみたいだなあ

●羽がある●こういう緑の口ばし

●口で何か§すみたい

●きつつきみたい●こんななってる、金魚の形みたい

●目がある

4　歳　　児
M．N．♂

T．T．♂

KK．♀

KM．♀

A．K♂

E．M．♂

A．R．♀

●鳩が立ってる●ないてる

●これ鳥みたい●家に帰る

●家に帰ったらおやつ食べた●おひる

●あとお家に帰ってねた

●休みの時、多摩動物園にいったら、ハトポッポ

がいて、パパがあげたの、えさ

●ハトポッポおいすにすわって飛んじゃった

●羽おっこちゃった

●ごはんいっぱい食べられなくて、お家にいっ

ちゃった

●ハトポッポ、赤ちゃん産れて、それで寝ちゃった

すぐに

●この足けがしてほうたい巻いてくれ．た

●ハトポッポいっちゃった

●かおりちゃん帰っちゃった

●えさがとんじゃって、ハトポッポ食べない

●お水飲みに行った

●ハトポッポがえさを食べて

■羽がはえて●つめもはえて

●とり

●鳩●ハトポッポ羽もいっぱいはえているよ

●口も●お鼻も●お目々も●しっぽある●体

●足だよ●首だよ●背中だろ●羽だろう

●とりちゃん

3　歳　　児

1．K♀

1．M．♂

Y．N．♂

LN．♀

M．K♂

●とり●これが足●羽●お顔

●しっぽ●これは何でしょう

●とり●すずめにわとり●ちゅばめ●わからない

●とりが山をみてる

●そうしたら、とりが飛ばないで、歩いて帰る

●山はみえなくなっちゃったから、夜になった

から、山はみえなくなっちゃった

●とりが遊んで

●いくとお友達がいた

●遊ぼうっていって別の鳥さんがあそんだ

●さがしにいって飛んでいったら、お友達が

遊びに来たでしょう

●お山にいってきたら、せみがいたでしょう

●そうしてお花畑にでかけにいって、さようなら

したら、できないほうで

●帰ったら、また遊んだ

●できないほうは、道路をかけ足したら、自動車が

来て死んだけど鳩さんがあっちの方へいったり、

こっちの方へいったりすると残念なの

●鳩が、夕焼のあと、夜になったでしょう、そうし

て、小鳥さん、ちがう小鳥さんと会った

●遊ぼうっていったら森の中へいった

●そうして、ないけど、でもお母さん小鳥が「いけ

ません」ていったでしょう

●そうしたら「いってもいいお父さん」っていった

らいってもいいっていったの、そうしたらね「ちょ

っとだけ帰って来なさいよ一」っていったの

●小鳥のお姉さんが言って夕焼になった

らこわかった

●そうして夜になったわけ、おばけが出て来た

●それからハトがにげた「おあかさん、ゆうれいが

来た」っていった

●今度あっちの方へ、こっちの方へいったらじっと

お母さんお家ついてもうやめたらやめた

●そうして勉強したり、遊びしたりお外いったりする。

●ことり●お家の中に入ってる

2　歳　　児
M．M．♀

S．T．♂

●ことりさん

●ことりさんこうやって食べる

●しっぽ

■ことり

注：紙面の都合で絵③の言語表現内容のみ記載する。
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B　言語表現内容と絵とのかかわりあいにおける分類の視点

分 描かれた題材の言語表現 描かれない題材の言語表現

類 A　断片的 ・説明的 B　想 像　的 C　生活的 ・経験的

Al A2 B1 B2 C1 C2

視　点 描かれた題材の 描かれた題材そ 描かれた題材そ 描かれた題材と 描かれた題材か 過去の生活経験

名称・数・量・形・ のもののあり方 のものの想像的 の関連をもち描 らとび出し日常 をもとにした言

色彩などに関す に関する言語表 言語表現 かれない描写へ 生活をもとにし 語表現

る断片的言語表 現 と発展した言語 たことばの一人

現 表現 歩き的言語表現

具体例 ●ハト ●ハトが立って ●ハトが立って ●鳥がここだと ●ハトが家に帰 ●休みの時多摩

●目がある いる 歩いている 子どもが来る ったらおやつ 動物園に行っ

●羽がある ●しっぽをふっ と思ってまっ 食べた てパパがえさ

てるみたいだ てて ●あとねお家に あげた

な一 ●それでずうっ 帰ってねたの

とまったんだ

けど全々こな

　い

怩ｻれでしょう

がないから帰

ろうとしたけ

どやっぱりこ

こでまつこと

にした

　　　　イ．言語表現内容に関しては、たとえば「ハトが立っている」と助詞が入る場合は分類B1とする

　　註　ロ．「ハト」といい、しばらく無言、再び「立っている」といった場合は分類A1、　Blとする

C　同上視点における内容分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　表皿　言語表現内容の展開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　言語表現無

年　氏名　絵　　③ ④ ⑥ ⑥ ⑦ ⑧

Y．K．♂ B2 A2BIB2 BlB2A2BIB2 BIB2 BIB2B1 A2B2

W．K．♂ B2 A2BIB2 BIB2BIB2 BIB2 B1 B1

5
歳
児

T．A．♀ ※ ※ B1 B1 B1 B1

K．Y．♀ AIBl A2 AIA2 A2 Bl B1

N．M．♀ ※ ※ A2Bl 彪 Bl BIA2BI

T．T．♂ A2BIAIBIC2A1 AEA2AIB1 A2AIBIA1 A2AIA2Bl BIAIBIAIBIC2AIC2AIC2AlC2B1 A2BIAIC2BIA且BIC2A1

LR．♂ ※ ※ ※ ※ AIBIAIBIC2 AIBI

M．N．♂ A2B1 A2 A2B1 B2B1 Bl BIB2

T．T．♂ AIBICl A2B1 BIC1 BIB2B1 BユAIB1 A2BIB2
4
歳
児

K．K．♀ C2CIBIB2 A2BIB2C2 B亘 C2BIB2 C2B1 C2

K．M．♀ B2Al B1 B】 B1 B1 BIB2

A．K．♂ A1 AIA2AIA2 A！A2 AIA2 A2AIA2B互 A2A1

E．M，♂ Al A2A1 Al AIC2A1 AIA2AIC2 AIBIAIBIC2

A．R．♀ Al Al B1 B1 Bl BIA2

1．K．♂ ※ ※ A2B1 BIB2Bl C2B2 AIBIB2BIC2
1．K．♀ A1 AIC2BIA1 C2AIC2AlBIAIC2 AIC2A2C2AlB薯AIA2B互C2BIC2A1 AIC2 BIA2C2

G．K．♀ ※ ※ A1 A1 A1 A1
3
歳
児

1．M．♂ AIC2 AIBl AIBIA1 AIBIC2BIC2 AIBIA2Bl B1

Y。N．♂ BIB2 BIA2BIB2 BIB2BIB2C1 A2BIB2A2BユB2A2B1 BIB2 BIB2

1．N．♀ BIB2Cl BIA2 Bl A2BIA2 B1 A2B1

M，K．♂ AIBl A1 BIA2 IA2B1 C2A2BIA2BIB2 A2B1

N．K．♀ ※ A1 A2 AIA2Bl AIBIA2 B1

M．M．♀ AIC2A1 AI A2B1 AIA2 C2 A1
2
歳
児
S．T．♂ A1 A1 A1 AIA2 A1 A1

展開数計 38 42 53 68 64 55全
年
齢 平　　均 2．1 2．2 2．3 3．0 2．7 2．3
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〔1〕　言語表現内容の展開についての考察

　（1）言語表現内容の展開について表皿からい

えることは，それぞれの絵についての展開数の

平均は絵③一2．1，絵④一2．2，絵⑤一2．3，絵

⑥一3．1，絵⑦一2．7，絵⑧一2．3となり，絵⑥

において最も多い展開を示している。

〔2〕　言語表現がどんな言葉から始められるか

についての考察

表N　言語表現がどんなことばから始められるか

1％）

　　　　　絵 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ③～⑧合計

A1 25．0 25．0 16．7 0 0 0 9．4

A2 25．0 75．0 33．3 50．0 0 33．3 34．4

5
歳
児

B1 0 0 50．0 50．0 100．0 66．7 50．0

B2 50．0 0 0 0 0 0 6．2

C1 0 0 0 0 0 0 0

C2 0 0 0 0 0 0 0

A1 57．0 28．7 28．7 28．7 25．0 25．0 31．8

A2 14．3 57．0 14．3 14．3 12．5 25．0 22．8

4
歳
児

B1 0 14．3 57．0 28．7 50．0 37．5 31．8

B2 14．3 0 0 14．3 0 0 4．5

C1 0 0 0 0 0 0 0

C2 14．3 0 0 14．3 12．5 12．5 9．1

A1 60．0 66．7 25．0 50．0 50．0 25．0 44．2

A2 0 0 25．0 37．5 0 25．0 16．3

3
歳
児

Bl 40．0 33．3 37．5 12．5 25．0 50．0 32．5

B2 0 0 0 0 0 0 0

C1 0 0 0 0 0 0 0

C2 0 0 12．5 0 25．0 0 7．0

A1 100．0 100．0 50．0 100．0 50．0 100．0 83．4

A2 0 0 50．0 0 0 0 8．3

2
歳
児

B1 0 0 0 0 0 0 0

B2 0 0 0 0 0 0 0

C1 0 0 0 0 0 0 0

C2 0 0 0 0 50．0 0 8．3

A1 55．5 47．4 26．1 34．8 29．2 25．0 35．1

A2 11．1 36．8 26．1 30．5 4．1 25．0 22．1全
年
齢
B1 11．1 15．8 43．5 26．1 50．0 45．8 32．6

B2 16．7 0 0 4．3 0 0 3．1

C1 0 0 0 0 0 0 0

C2 5．6 0 4．3 4．3 16．7 4．2 6．1
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　（1）言語表現がどんな言葉から始められるか

ということは，そのことだけでも大いに研究に

価することである。

　実験者が被験児に絵を見せながら「この絵の

お話をしてちょうだい」と言葉かけをすると，

2才児83．4％，3才児44．2％，4才児31．8％の

子どもが，描かれた題材の名称などから話を始

めている。ところが5才児はそれが9．4％と減

少し，むしろわかりきった題材の名称から進ん

で題材の状態を動的につかみ，想像的言語表現

をする子どもが50％になっている。

　（2）被験児が絵を見てその話をする場合，自

分の生活経験から話をはじめるのが2才児8．3

％，3才児7％，4才児9．1％となるが，5才

児になるとO％となっている。　，

〔3〕　言語表現の内容についての考察

表V（イ）言語表現内容数

　（3）描かれない題材に関する言語表現は，2

才児・3才児は0％であるのに，4才児・5才

児になると4．5％，6．2％とひろがりを見せてい

る。

　（4）絵についていうならぽ絵③④⑥⑧につ

いては題材の名称などから言語表現が始められ

る割合が多いが，絵⑤，⑦については，想像的

言語表現から始められるものが半数を占めてい

る。

　（5）単純な絵③では，絵④～⑧のように題材

が多く，題材間の相互関係のある絵に比べ，平

均55．5％の子どもが題材の名称などから言語表

現をはじめている。それを年令別にみると，5

才児25％，4才児57％，3才児60％，2才児

100％となっている。

註｛轟欝現無

絵 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ③～⑧の合計

零 　分類＊ｼ
1 A2 B1 B2 Cヨ C2 A1 A2 B1 翫 C1 C2 A1 A2 B1 翫 Cl C2 A1 A2 Bl 恥 Cl C2 A！ A2 B1 B2 C1 C2 1 地 B1 B2 C三 Q A1 B1 B2 C1 C2 A1『C3（）内@合‘汁　平均

Y．K． 3 1 1 1 1 2 2 2 1 4 2 1 2 3 9 11 23（3．8）

W．K． 3 1 6 4 2 4 3 4 3 3 1 17 15 33（5．5）

5
歳
児

T．A． ※ ※ 2 1 1 1 5 5（L3》

K．Y． 1 1 1 1 1 2 1 2 2 4 4 10（L7）

N．M． ’※ ※ 1 1 3 2 1 2 5 5 10（2．5）

T．T． 3 1 3 2 3 1 3 3 2 2 2 4 1 11 7 4 7 2 5 3 29 10 21 9 69（1L5）

LR． ※ ※ 販 ※ 2 2 4 1 2 3 4 4 11（5．5）

M．N． 1 1 2 1 2 2 1 3 1 1 4 9 2 15（2．5）

T．T． 1 1 3 2 2 1 3 3 2 1 3 1 1 1 2 3 11 3 6 25（4．2）

4
歳
児

K．K． 1 2 1 6 3 1 1 3 1 2 1 2 1 1 1 3 6 4 1 13 27（4．5）

K．M． 2 1 2 2 ● 2 3 1 2 2 10 3 15（2．5）

A．K． 1 2 2 2 1 3 2 1 2 1 1 1 10 8 1 19（3．2）

E．M． 11 1 1 2 4 1 5 1 1 3 4 1 26 2 4 3 35（5．8）

A．R， 1 3 3 3 1 1 1 4 1 8 13（2．2）

LK． ※ 楽 1 4 2 1 4 9 1 2 1 3 1 1 8 6 12 28（7．O｝

LK． 6 4 2 1 8 1 10 4 2 3 4 1 2 1 8 2 23 3 14 19 、59（9．8）

G。K． ※ 楽 2 1 1 1 5 5（1．3）

3
歳
児

LM． 1 4 2 7 4 1 1 4 3 1 1 3 4 9 1 19 7 36（6．0）

Y．N． 2 1 2 2 1 7 5 1 4 5 7 1 11 5 4 6 22 29 1 58（9．7）

1．N． 1 15 1 1 1 4 6 1 2 1 1 8 10 15 1 34（5．7）

M．K． 1 1 3 1 1 1 1 6 2 1 1 1 3 4 9 8 1 1 23（3，8）

N，K． ※ 1 1 1 1 5 1 1 1 4 3 3 10 16（3．2）

M．M． 2 1 2 1 1 1 1 1 3 8 2 1 2 13（2．2）

2
歳
児
S．T㌃ 1 2 3 3 1 2 5 16 1 17（2．8）

全年齢 1 2 11 25 5 13 23 17 27 7 4 25 11 37 11 4 10 20 21 45 18 10 26 11 41 18 23 22 10 50 11 10 1
4
78 2
0
89 9 70 599（4．6）

5歳児 17（4．3） 22（5．5） 24（4．0） 23（3．8） 35　（5．8） 29　（4．8） 150　（4．7）

4歳児 33（4．7） 25（3．6） 18（2．6） 28（4．0） 32　（4．0） 24（3．0） 160　（3．6）

距
嬉
鱗

3叢児 33（6．6） 27（4．5） 51（6．4） 57（7．1） 49　（6．1） 42（5．3） 259　（6．0）

2歳児 4（2．0） 4（2．0） 5（2，5） 6（3．0） 3（L5） 8　（4．0） 30　（2．5）

全年齢 87（4．8＞ 78（4．1） 98（4，3） 114（5。0） 119（5．0） 103（4。3） 599　（4．6）
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表V（ロ）言語表現内容数（分類の視点別比率）
（％）

零
絵 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ③～⑧の合計

23．5 13．6 16．7 8．7 31．4 24．1 20．7

5．9 18．2 20．8 39．1 0 13．8 15．3

5
歳
児

23．5 45．5 37．5 30．4 51．5 44．8 40．7

Al

`2

al

a2

bl

b2

35．3 22．7 25．0 21．8 5．7 6．9 17．3

0 0 0 0 0 0 0

11．8 0 0 0 11．4 10．4 6．0

48．5 24．0 22．2 25．0 28．1 20．8 29．4

3．0 40．0 11．1 7．1 9．4 12．5 13ユ

4
歳
児

9．1 20．0 50．0 42．9 43．8 41．6 33．1

Al

`2

al

a2

bl

b2

9．1 4．0 0 14．3 0 16．7 7．5

12．1 0 16．7 0 0 0 4．4

18．2 12．0 0 10．7 18．7 8．4 12．5

24．3 37．0 27．5 12．3 8．2 4．8 17．4

0 11．1 5．9 14．0 16．3 7．1 12．0

3
歳
児

12．1 44．5 35．3 45．6 18．4 64．3 35．1

Al

`2

al

a2

bl

b2

48．5 3．7 9．8 15．8 32．6 11．9 19．7

3．0 0 1．9 0 0 0 0．8

12．1 3．7 19．6 12．3 24．5 11．9 15．0

75．0 100．0 60．0 66．7 75．0 100．0 80．0

0 0 20．0 33．3 0 0 10．0

2
歳
児

0 0 20．0 0 0 0 3．3

Al

`2

al

a2

bl

b2

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

25．0 0 0 0 25．0 0 6．7

35．6 29．5 25．5 17．5 21．9 21．4 24．5

2．3 21．8 11．2 18．4 9．2 9．7 13．0全
年
齢

12．7 34．6 37．8 39．5 34．5 48．5 34．4

Al

`2

al

a2

bl

b2

28．7 9．0 11．2 15．8 15．1 10．7 14．9

5．8 0 4．1 0 0 0 1．5

14．9 5．1 10．2 8．8 19．3 9．7 11．7

　（1）言語表現の内容の豊かさということにな

ると大変むずかしい問題である。しかし単純に

内容数の年令別比較をすると絵③～⑧までの平

均内容数が5才児4．7，4才児3．6，3才児6．0，

2才児2．5となり，3才児が最も多くなってい

る。

　（2）絵③～⑧のそれぞれについていうならば

絵③4．8，絵④4．1，絵⑤4．3，絵⑥5．0，絵⑦

5．0，絵⑧4．3となり平均言語表現内容数は，ほ

とんどかわりがない。

　（3）話す時間においてみられたように，言語

表現内容数比較においても，3才児が絵④を除

きすべての絵について，最も多い内容数を示し

ている。ただし，絵④については5才児の内容

数が最も多くなっている。

　（4）子どもの言語表現内容分類の視点からみ

るならば，表V＠でわかるように，絵③を除き

すべての絵で題材の想像的言語表現が大体35％

～48％となっている。
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〔4〕絵の題材相互のかかわりあいの言語表現

の考察

　　　　　　　　　　　　　表V［④　絵の題材相互のかかわりあいの言語表現

絵 相　互　関　係　の　種類 （％） 相互関係の言語表現一例

③ 鳩と描かれない題材 100 ●鳩が山を見ている。　●友達を待っている鳩

④ 鳩　　　　　と　　　　　雀 50．0 ●鳥の親子　●鳩が雀に話した。

鳩　　　　　と　　　　　餌 42．9 ●鳩（親）が餌を食べている。

雀　　　　　と　　　　　餌 50．0 ●雀（赤ちゃん）が餌を食べている。

鳩・雀　　　と　　　　　餌 35．7 ●鳩と雀（親子）が餌を食べている。

鳩 35．7 ●鳩（お父さんとお母さん）がお話している。

雀 21．4 ●雀（ちっちゃい鳥）はお話している。

鳩・雀と描かれない題材 7．1 ●人が来たから飛んでいった。

⑤ 蝶　と　チ　ュ　ー　ll　ッ　プ 93．8 ●蝶がチューリップにとまる・みつすいに来た。

蝶 25．0 ●蝶が一緒に遊ぷ。

チ　　ュ　ー　　リ　　ッ　プ 12．5 ●赤いチューリップと赤いチューリップがお話している。

蝶と描かれない題材 31．3 ●白いチューリップにとまる・雨が降って来て蝶が帰る。

チューリップと描かれない題材 18．8 ●雨が降ってチューリップにお水あげた。

⑥ 蛙　　　　　　と　　　　　蝸 45．0 ●蛙が蝸に遊ぼうって言った。

蛙　　と　あ　　じ　さ　　い 50．0 ●蛙が花を見に来た、はっぱにのる。

蝸　　と　　あ　　じ　　さ　　い 85．0 ●蝸がはっぱにのっている。

蛙　蝸　と　あ　じ　さ　い 5．0 ●蛙と蝸が一緒にのる。

蛙 15．0 ●親子　●兄弟

蛙と描かれない題材 25．0 ●雨が降って蛙が喜んで遊ぷ。

蝸と描かれない題材 15．0 ●雨が降って蝸が出て来た。

⑦ 蜂　　と　　蜂　　の　　巣 55．0 ●蜂が巣にもどって来た・巣で遊んでいる。

蜂　　　　　と　　　　　木 15．0 ●蜂が木の上のぼっている。

蜂　　の　　巣　　と　　木 10．0 ●木に蜂の巣がぷらさがっている。

蜂と描かれない題材 50．0 ●蜂が花のみつをとりに行く、とって来た。

蜂の巣と描かれない題材 20．0 ●蜂の巣の中にたまごがある。

⑧ 蟻　　　　　と　　　　　虫 100 ●蟻が虫をはこんでいる。

蟻・虫　　　と　　　　　花 16．7 ●蟻が虫をはこんでいるのをみている。

蟻　と　描かれない題材 66．7 ●蟻が家（穴の中）に帰る。

　　　註　各％は相互関係の有るものに対する比率である。但し内容により度数は

　　　　　重複していることもある。

表V［（ロ）相互関係数の平均　　　　　　　　　　表V［の　相互関係有無の比率

　　絵
N令
③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

③～⑧　平均

5歳児 1．0 3．0 1．8 2．2 2．0 1．8 1．9

4歳児 0．3 1．7 0．7 1．9 1．3 1．4 1．2

3歳児 0．6 1．7 2．0 2．6 1．3 1．5 1．6

2歳児 0 0 0．5 0．5 0 0 0．2

全年令 0．5 1．8 1．2 2．1 1．3 1．4 1．4

（％）

絵 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

相互関係　有 44．4 73．7 69．6 87．0 83．31 75．0

相互関係　無 55．6 26．3 30．4 13．0 16．7 25．0
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　（1）子どもは提示された絵をみて，そこに描

かれている題材相互間の言語表現だけではな

く，描かれた題材と関連のある描かれていない

題材と関連づけながら彼等の生活経験を土台に

個性的な言語表現をする。

　（2）絵③においては，山を見ている鳩，友達

をまっている鳩などと表情把握的な言語表現が

44．4％で，55．6％は相互関係的把握はしていな

い。特に屋根の上に立っている一羽の鳩という

相互関係把握がないのは，屋根の描き方ならび

に色彩が大きく影響しているものと思われる。

　（3）絵④においては，鳩と雀と見たものが

15．8％（19人中3人），鳥の親子の関係把握的

言語表現をしたものが31．6％（19人中6人）と

なっている。これは描かれた鳥の大小，色彩，

そしてその描き方にも相当大きな問題があるの

ではないか。

　またこの絵では描かれた題材が鳩，雀，餌で

あり，子どものそれらに対する関係把握的言語

表現の種類は7種類に及び，表V［（ロ）で明らかな

ように言語表現相互関係数の平均は1．8である

が，5才児にあっては3，0と他の年令，他の絵

にみられない高率を示している。

　（4）絵⑤においては69．　6％の子どもは関係把

握的言語表現をし，そのうち93．8％の子どもが

蝶が花にとまる，蜜を吸いに来たという関係把

握をしている。

　（5）絵⑥においては87％の子どもが関係把握

的言語表現をし，他の絵に見られない高い率を

示している。そのうち90％の子どもが，蝸があ

じさいの上にのっている，花を見ているという

関係把握をした。蛙と蝸との関係については，

39．1％言語表現があり，蛙と蝸の関係では，

55．6％の子どもは蛙と蝸が遊ぶ（話す等），

44．4％は，はなれぽなれになる表現へと移行し

ている。

　（6）絵⑦においては83．3％の子どもが関係把

握的言語表現をし，そのうちの半数が蜂が蜜を

とって来たという把握をし，蜜という描かれな

い題材との関係において蜂をみている。

　（7）絵⑧においては75％の子どもが関係把握

的言語表現をし，その全員が蟻と虫の関係で把

握し，そのうち72．2％の子どもは，蟻が虫を食

べるとみている。そして描かれていない蟻の

穴，蟻の家という関係の表現が75％oのうち66．7

％を占めているということは，蟻といえぽ穴に

巣を作るという蟻の生態が，子どもにとっては

最も自然な発想であることを物語っている。

　この絵においては画面の上部が花の絵になっ

ている。子どもの言語表現からみると花は見て

いるが（54．2％）蟻との関係把握をする子ども

はその23．1％にすぎない。

　　D　言語表現内容の分析

　絵③～⑧のそれぞれの言語表現から一例をあ

げその内容分析についての考察

　絵③　5才児W・K6　　この子どもの言語

うんとね一とりがね一うんとね

とりがね、あtt、ここだと子どもが来

ると思ってね、まっててね、それでね、

う一んとず一とまったんだけどね、

ぜんぜんこない。それでね、う一んと

しょうがないからね一帰ろうとした

けどね一、やっぱりここでまつこ

表現の中には時間的

経過そして心情的に

は「子どもが来ると

思って」「しょうが

ないから帰ろうとし

た」けれども「やっ

ばりここで待つことにした」という意図的・意

志的な言語表現が見事にあらわれており，子ど

ものパーソナリティやその生活的態度が反映さ

れている。

　絵④　4才児K・M♀　　この女児は，雀を

　　　　　　　　　　　　鳩の赤ちゃんだと知

　　　1。嚢磐2鵬酸ξ舵穰　覚し，生れたばかり

　　　＆幾禦駿あ魚　　の赤ちゃんに親鳩が

　　　　　　　　　　　　餌を与え，その赤ち

　　　　　　　　　　　　ゃんに羽がはえてと

　　　　　　　　　　　　べる様になったとい

いながら，鳩の赤ちゃん，いや雀かも知れない

という疑問は一・切さしはさまず，極めて自然率

直な言語表現となっている。
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絵⑤　3才児1・N♀

15あのやすむの

それカぢねホいチュLリ・”ブがホいチュ

12［潔韓訪一1励・あのね

あとねチョウチ？はっぱはっばとね丸

10齢っばとねどつそっていたの

それかちねあとh、あとね、うんとh、

あのねなんかあのねあんうんうんと

ねチョウチョが休んだらまだとんとん

　この子どもは遊ん

でいた蝶がチューリ

ップにとまって休も

うとし，蝶とチュー

リップの色彩に目を

とめると赤い蝶とい

うところを赤いチュ

ーリップといいまち

がえながら赤い蝶は

赤と黄色のチューリ

ップにとまってやす

み，白い蝶にまで言

語表現が及ぼす。チ

ユーリップの葉に視線をむけて葉がどうぞ休ん

で下さいといって，蝶は休んでとんでいったと

いう，チュ・’一リップと蝶の相互関係と動きの時

間的経過を表現している。

絵⑥　4才児A・R♀　　　絵全体の知覚の中

　　　　　　　　　　　　からこの絵は蛙と蝸

　　　5ヵ・・h・t・・r・デ・虫と遊んでいるの　が遊んでいるととら

　　　13お花と遊んでるのデンデン虫は

　　　　　　　　　　　　え，さらに全体を部
　　　4カエルがねお兄さんとおでかけするの

　　　11ibO　　　　　　分的に分解し，蝸は

　　　　　　　　　　　　お花と遊んでいると

　　　　　　　　　　　　修正しながらよく蛙

を見ると，大きい蛙と小さい蛙だ。大きい蛙は

お兄さんだと説明し，2人ででがけようとして

いるとむすんでいる。

絵⑦　4才児1・R6　　　蜂が家に帰つてく

3はちがお家に帰ってくるところ

1お花

4はちがお家に帰って遊んでるの

3積木のお家作って遊んでるの

2ご本よんでるの

2それからテレビみてるの

まんがみてるの

わかんない

るところといい，蜂

の巣という言葉が出

ないまま言語表現が

進み，家に帰って積

木をするという生活

経験がでてくる。本

を読む，テレビを見

る，マンガを見ると

いう言葉が一・人歩き

をし，絵の知覚から

離れて行く姿がくっ

きりとでている。

　絵⑧　5才児Y・K6　　　蟻が運んでいるの

　　　　　　　　　　　　はなんだろう，それ

　　　　　　　　　　　　は虫だ。この虫をひ
　　　あつんこがなんかもってきたかち、う一

　　　睾俘蓋綱簡からね；t。t大　きずり入れる穴，そ
　　　15きい穴つくってね。

　　　え一とね、燗はね、子どもたちいたんなものはこの絵に

　　　14鍬姦1ふむh‘t’e’つてね’」一んはないが，この子は

　　　そしてね、中入。てね、中でねう一と1その穴が小さいから
　　　7ありんこがいっぱいいるの

　　　おわO・　　　　　もっと大きい穴をつ

　　　　　　　　　　　　くってといいながら，

ひょっとしたら人間，子ども達が来て（いたか

らね）ふむと思ったから，その虫をおいて（に

げ）穴の中にみな入ってしまったという個性的，

想像的世界の言語表現を試みている。

　以上はそれぞれの絵における特徴的な一例で

あるが，全体を整理すると次のようにまとめる

ことができる。

〔1〕　心情的にとらえている。

〔2〕表面的にとらえている（知識はかなりあ

る）が形の部分的なものに気がつく。

〔3〕全体をとらえているが，自分の生活とま

ざり合っている。

〔4〕全体をとらえているが自分の見たこと，

聞いたこと，経験したことのイメージにそくし

て発展する。

〔5〕部分を順に言い，全体をとらえる。

〔6〕部分の特に物の動きや色彩をとらえる。

〔7〕絵を見て特に過去における印象深かった

経験を思い出し，その話をし，話し終って絵の

一部に気づきそれについて話す。

〔8〕命名のみをするか，絵の中の物の動きの

一部を断片的にいう。　　　　　一

〔9〕興味をもって見るが，言葉にならない。

〔10〕詩情豊かに話す。

1V　まとめ

　幼児に絵を見せ，その絵について話をさせる

とどんなことを，どんな状況で言語表現するだ

ろうか。

　3才児は最もおしゃべりで「うんとね」等の

つなぎのζとばを頻繁に使用し，言語表現内容
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数も最も多い時期であることが確められた。

　言語表現がどんな言葉から始められるかに関

しては，2・3。4才児では描かれたものから

離れて，自己の生活経験を話す子どもも見られ

るが，5才児になると，描かれた題材の呼称か

ら始まっても，すぐ絵の全体把握をし，題材の

状態を動的につかみ想像的に言語表現し，絵か

ら離れて自己の生活経験を話す子どもは少なく

なる。幼児は年令が進むにつれて，絵に描かれ

た題材といつも関連をもちながら，描かれてい

ない仮空の表象像と結びつけて，言語表現を展

開する様子がはっきりと見られ，このことは年

令が進むにつれて表象力が旺盛になることを裏

書きしている。

　6枚の絵，それぞれに描かれた題材の数，大

小，むき，色彩そして形，それらから発展して

描かれない表象像とむすびつけながら，子ども

の相互関連的把握，それにもとずく言語表現を

さぐって見ると実に興味のある結果が示されて

いる。子どもの言語表現から逆に絵の描き方に

対する問題を発見することもできるし，子ども

の生活経験の豊かさ，とりわけ教育における豊

かな経験の中で培かわれたものが，随所に顔を

のぞかせていることがわかり，個性的な子ども

とそうでない子どもとの違いもはっきり見られ

る。

　言語表現内容等に関しては主語，述語そして

品詞別分類などから内容分析をする方法もある

が，そのような方法はとらなかった。

　表現内容の展開に関しては，もっと時間的な

ものと関連させながらその展開を詳細に分析す

れば，子どもの言語表現から絵の知覚における

子どもの視線の動きなども，ある程度客観的に

つかまえることができるのではないかという確

信を得たが，ストップウォッチで行ったので，

このたびはそのような分析は割愛せざるを得な

かった。

　本研究では，被験児が少数ではあったが，幼

児の絵の知覚と言語表現に関し，年令的特徴の

傾向を種々の視点から明らかにできたのではな

いかと思っている。
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